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・事務専用 LANの構築.......................................................松尾信次 8 













































呼ばれる学生用端末を有する部屋が 1から 4までと教師用のブースが整備された 121教室との計
5部屋が存在し、平成 12年度からは大講堂も 121教室と同様にメディア関連機器が整備された空
間として生まれ変わるべく改修工事が進んでいます。学生用め端末数としてはメディアステ}ショ













































































































































関 (WHO) と笹川記念保健協力財団の共同プロジェクトである rMedical Relief for 
















































































いる。 OCNと学内 LAN との接続については総合情報処理センターと協議し、現在の
ところ HTTP-Proxyとして利用している。この HTTP-Proxy(proxy-hibakusha.med.nagasaki-
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図 2:学外通信量の推移 (bps値の 10分平均)
この本学と九州大学との聞の接続は、 1999年 1月からlOMbpsであったが、その後の利用増で実




































さらに、 1999年には ATMインターフェースを 2個、 100baseTXを12個持つ高速ルータ(レイヤ
3スイ ッチ)を購入し、電子メールや WWWのサーバを FDDIではなくそれ経由でアクセスできるよ
うにした(図 4)。これでセンター内 LANもFDDIをパックアップの位置に追いやることができた。












































































ネットに割当てる番号はその半分の 127個にし、 IPアドレス上の特定の 1ピットをリザーブしてき
た。その利用可能な 127個に対して、現在未使用は、 17個しかない。しかも、 2個単位で部局に割当












































































subroutine flux(f， temflu，mibody， time) 
implicit real女8(a-h，o・z)
dimension mibody(l)， temflu(l) 
c************台**含** *合合** * *安
c user subroutユneあrnon-uniform flux input. 
c 
c f flux value 
c temflu(l) estimated temperature 
c temflu(2) previous volumetric flux 
c temflu(3) temperature at beginning 
of increment 
c temflu(4，5，6) integration point coordinates 
c mibody(l) element number 
c mibody(2) flux type 
c mib ody (3) integration point number 





























































































































































通常の鋳物は溶湯を鋳型に鋳込むことにより製 丘出丘FGlay.r.- SK3 























































































下に示す usersubroutine impd. fを用いて行った。
<impd. f> 
subroutine impd(n，dd， td，xord， f， v，a， ndeg，ncrd) 
implici t real本8(a-h，o-z) 
dimension dd(1)， td(1)，xord(1)， f(1)， v(1)，a(1) 
write(85， 600) dd(1) 
write(85， 610) n 
return 令 15尚 一25阻
l圃 .1
一争l • Ts c聞は位由K) 1 5 1 1...1 
100 


















$. . . . MARC input file prαluced by Mentat 3. 3. Or2 
sizing 1000000 252 326 326 
elements 40 
initial temp 
→ (ii) .85. 
initial temp 





$. . . . end of loadcase lcasel 
7蹴!I同問|同01就|… | … !I同19蹴|
図10FSD一ccプロセスにおける溶渇充繍跨の縦断面温度分布の解析結果




























































一レポート」第 18号 p.件 47，1卯93.
2)h!句ゴ'lWWWIl噂s.env.nagasaki-u.acJp
3全嫡 徳 杉 山和一外3名， GIS技術による斜面都市の比較櫛サ，長崎大学公開講座叢書， 2 f地




































































抽出までの内容に止めておく. 3次元画像情報とは，刊ML画像であり， 3DのCADデータである DXFフォー
マットの結果である.
w来E

















図 5 写真測量技術により抽出できた元の画像((a)，(b)， (c)と結果画像(d)




























































































Grammati伺 1Competena 2: 
多少の間違いはあるが、より洗練された精巧な表現にお織する能力
間違いが予、なく、正確な表現力
Components of Development 
Exp. Class 
Cont. Class 
























Final Exam Results 
Comprehensiton 
Questions 






































F…cyof when i-h-5……n[  
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Frequency of "Because" in Initial Position 
May-July Aug.-Nov. Dec.-Feb. 
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Learners' Use of "because" 
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また別の方法で、フィールドをおもいっきり増やすという方法があります。 lレコードに「部署 1J 
「開始 1J 1終了 1Jなど、 3フィールドを lセットにして 10セットぐらい用意してやる方法です。
-43-
















































































































































*例えば、 IPアドレスが r133必 .17.醤」の人は
r133.45.17.~J ということになります。
⑤ DNS設定






































































⑤ Recover または Deleteを行う









A 接続に必要なソフト TeraTerm (フリー、ダウンロード可)等
Lhasa等の解凍ソフト :TeraTermの解凍に使う(フ リー、ダウンロード可)
Oソフトをお持ちでない場合下記のホームベ4 ジよりダウンロードができます。






























* ￥ は パックスラッ、ンュです。
* 自分自身のメールアドレスの前に￥をつけるのは一度届いたメールが
ぐるぐる回るのを防ぐためです。
* 7 (2) >> は 「すでにあるファイルへの追力日」を意味します。
-54ー
FTPについて 」


























































































48% 13% 46% 































教育とコンピュータ 情報処理演習 7/2 
金 教育(梶本) 全学(コ根) 情報処理演習
7/2 (7/16補講〉 全学(本田)
(7/16補講)
平成 11年度 前期 第二端末室の利用















情報処理演習 教育方法技術演習 教育方法技術演習 情報科学概論 情報処理演習



































平成 11年度 後期 第二端末室の利用

































部局 学科 身分 氏名 課 題
教育学部 国語教育 助教授勝俣隆 学国位語論国文文字、各関大係学のの緋所究蔵成図呆書、各等大の検学索の緋究者の
助教授 中原豊 国文学研究のための文献検索
社会科教育
教 授 早 島理 インド哲学におけるコンピュータ利用の研究
(哲学・倫理学)
数学教育 教 授 菅原 民 生 マンデ、ルプ、ロー集合
教 授 菅原 民 生 ジュリア集合
教 授 鷲尾忠司 代数関数論
教 授 鷲尾忠司 整数論






理科教育(物理学) 教 授 福山豊 物理教育に関する数値計算と統計処理











保健体育 教 授 田原靖昭 ヒトの身体組成と体力の関係について
教 授 管原 正 志 体温調節能に関する研究および文献検索
教 授 西 津昭 脳一側優位性からみた運動調節機構の研究




講 師 中 山 雅 雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究
技術教育 教 授 竹 野 下 寛 電子線超音波顕微鏡の画像
助教授藤木卓 コンビュータネットワークの教育利用
家政教育 教 授 鈴 木淳 繊維の物理的性質に関する研究
教 授 玉利正人 c-p化合物の栄養生化学的研究
助教授 堤 伸子 家庭経済に関する計量分析
院 生 井 上 雅 子 繊維の物理的性質に関する研究
院 生 北違 勝 久 時津町、長与町の保育に関する調査、研究
学部学生 原崎 友 見 家庭経済に関する計量分析
学部学生 金田ともえ 家庭経済に関する計量分析
学部学生 青木 大 祐 食料経済に関する計量分析
瀬育学研究科
学部学生 山 下 省 吾 食料経済に関する計量分析







経済学部 理論・計量経済 教 授 ディパック 計量経済学
ラグ
灰学磯首主に関する国際比較研究地域・経済政策 教 授 高 島忠
教 授 藤田渉 情報処理を取入れた授業のための準備
教 授 藤田渉 計量経済分析
助教授赤 石 孝 次 1980年代の連邦租税政策の分析
国企益融業シ行ス動テ・意ム思決定
教授内田滋 金非藤融構形可造の組織分析
教授村田 嘉 弘 積分系の構造について
65-
|助教授 丸山幸宏 数理計画法における数値計算
経営管理・企業会計 教 授 山下正喜 会計システムの研究
アーメドK.S.
A critical review of the financial system of 
院 生 Mサロワロ






医学部 |解剖学第二 研究生植田睦美 免疫組織化学の手法による脳内HDSIの






衛生学 教 授 斎藤寛 対馬における脳卒中登録の解析
助教授有津孝吉 HTLV-lの長期健康影響に関する研究
技 官 横尾美智代 噴火災害被災校児童の日常生活に対する認識
公衆衛生学 教 授 竹本泰一郎 島暁生態における健康問題
教 授 竹本泰一郎 慢性疾患の疫学
教 授 竹本泰一郎 地域医療システム
教 授 竹本泰一郎 国際保健
教 授 竹本泰一郎 難病のホームケア
教 授 竹本泰一郎 熱帯における高度順応
教 授 竹本泰一郎 島唄における疫学的調査
医 員 木村博典 自己免疫性甲状腺疾患の病因の解明
医 員 井石圭子 肝癌細胞におけるHGFの作用の検討
医 員 富永丹 自己‘免疫性甲状腺疾患の病因の解明
医 員 近藤英明 勝。細胞におけるRedoxregulationの役割
研究生世羅康徳 I型糖尿病発症予知と成因、予防に関する研究
院 生 古川孝明 医療経済学に関する研究
院 生 森 田 正 治 思春期精神衛生保健の研究
院 生 吉見逸郎 地域医療と保健、医療、福祉政策
外国人エドワード






内科学第一 助 手 芦津潔人 放射線と甲状腺
研究生 阿比留正剛 肝癌の増殖機構について
研究生 中川祐一 肝癌について
研究生 宮副誠司 B型慢性肝炎について 夫友否両1
内科学第三 研究生河 野 浩 章
アンジオテンシンE受容体措抗薬の心肥
血圧等による心不全に対する有用性 | 
精神神経学 教 授 中根允文 精神疾患の疫学的研究 | 
教 授 岡崎祐士 精神疾患双生児の臨床遺伝学的研究
医 員 松尾勝久 精神分裂病の脳画像研究
医 員 前村謙司 感情障害の脳画像研究











教 授 新 川 詔 夫 遺伝子情報の検索
(原研遺伝)




助 手 富田博秋 遺伝子情報の検索、連鎖解析







技 官 横 田 賢 一 原爆被爆者の医療データシステムに関する研究
(原研情報室)
医学研究科
院 生 安部幸弘 糖尿病における情報伝達系機構の解明
内科系専攻
院 生 今 村明 精神疾患における表現促進研究
院 生 尾崎 方 子 インスリン依存性糖尿病(IDDM)の成因解明
院 生 浜田旭 自閉症の小脳形態








院 生 近藤新二 ヒト疾患遺伝子のポジショナルクローニング、
院 生 篠原 克 典 ?ラリアの研究
院 生 パノレケットマリア HGV/GBU 
医学部 院 生 藤井 仁 人
CYBB遺伝子発現調節因子群の精製、クローニン
グ、およびその作用機序の解析
院 生 ニ浦清徳 新たなゲノム刷り込み遺伝子の単離
院 生 山田浩喜 遺伝子情報の検索
院 生 ラミャモン マラリアに関する研究
医学研究科 非常勤 アリポフ
胃癌におけるP百fγPの発現
病理系専攻 講 師 カイモウィ
院 生 田野浦潔 マラリア患者における抗phospholipid抗体の算生
フィリップ
院 生 アイアン 細菌感染における毒素の役割
パディリア







院 生 林田惣一郎 遺伝子情報の研究と解析
特 別
蓮池 史 画 メールの利用・文献検索
研究員
助 手 江 島 英 理 カルシューム、骨代謝
研究生 大久保和昭 肝疾患(肝炎、肝癌)
研究生加治屋勇二 肝疾患
研究生川崎 英 二 インスリン依存型糖尿病の成因解明
研究生官秀慶 神経伝達物質の遊離機構の解析
研究生瀧野 博 文 インスリン依存型糖尿病の成因
研究生武田 宣 士 肝疾患の研究
研究生浜崎圭輔 B型肝炎ウィルスの変異と病態について
研究生東虞 一 郎 肝疾患研究
研究生松鵜 睦 美 急性放射線障害と自律神経
研究生本 村 政 勝 Lambert-Eaton症候群の発症機序について
研究生 山崎浩則 糖尿病の成因解明
医学部
眼科 助教授 北岡隆 網膜におけるサイトカイン、成長因子の研究
附属病院
助 手 津田 恭 央
網膜におけるエンドセリンの働きに関する分子生物
学的研究
放射線科 講 師伊東 昌 子 骨微細構造とその力学特性について
歯学部 口腔解剖学第一 教 授 高 野 邦 雄 細胞・生物学分野におけ:計る処学理術情報の収集
~雇生化学
助教授真鍋 義 孝 形質人類学における統
助 手 小野 俊 雄 文献情報検索
助 手 馬場 友 巳 文献・情報検索











助 手 松 本 壮 吉
組み換えBCGワクチン
(マラリア、エイズをターゲ、ットにした)
歯歯科薬理学 助教授坂 井 英 昭 蛋白質分解酵素の構造と機能に関する研究
理工学 助 手 田中康弘 歯科用合金の物性研究
歯科矯正学 教 授 小林 和 英 歯の移動に伴う顎顔面頭蓋への影響
助教授鈴 木 弘 之 頚骨のリモデリングと応用力の関係について
助教授鈴 木 弘 之 外科矯正手術シミュレーション
助 手 田中隆一 下顎骨の応力解析
歯科保存学第一 助 手 川口政贋 日i性歯周疾患の機序に関す研究
医 員 横田春日 歯漂白後の歯髄に対する影響について




歯科放射線学 授 中村卓 分子生物学に関する情報検索
歯学研究科歯学専攻 院 生 ヴィロリア 歯髄の創傷治癒
歯学部 院 生 岡地雅代 歯の移動に関する細胞生物学的研究








予防歯科 講 師 川崎 浩 二 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化
附属病院
l矯第正科 講 師 丸山 陽 市 MEM法による生体信号処理
一保存科 講 自市 久保 至 誠 歯科材料の研究
第一口腔外科 講 師 松 尾 長 光 B歯C科G麻菌東京株が最大
歯科麻酔科 教 授 大井久美子 酔学








分子薬理学 研究生叶 迅 受容体の情報伝達
研究生 叶迅 受容体の情報伝達
医薬品設計学
助 手 真 木 俊 英 新規合成手法の開拓と展開
(医薬品合成化学)
医薬品設計学




教 授 中島憲一郎 ネットワークの利用
(衛生化学)
教 授 黒田 直 敬 化学発光速度の解析
保健衛生薬学











医(生薬薬品学資)源学 教 授 河 野功 天然有機化合物のX線構造解析
問者教授 田中隆 天然有機化合物の生理機能解明
医薬品資源学
教 授 芳本忠 蛋白質及び核酸の情報解析
(薬品生物工学)
教 授 芳本忠 データベースの利用
助教授伊藤潔 データベースの利用





院 生 黄華山 ネットワークの利用
医療薬科学専攻









教 授 金丸 邦 康 物質ガス化の伝熱学的研究(混相エネルギー工学)










技 r回"'" 森高秀四郎 玉軸受の運動解析
工学部・機械 教 授 西田 知 照 CAD/CAMに関する研究
(加工システム学)
助教授扇谷保彦 自由曲面加工アルゴリズムの開発
技 r目=-小 島 龍 広 CAMシステムに関する研究
マシニングセンタによる二次元曲面加工に関する
院 生 中 島 和 信 研究(五軸制御加工時の干渉回避アルゴリズムの
検討)
動力伝達用プラスチック歯車の振動・騒音に
院 生 富 田 車 嗣 関する研究プラスチック歯車のかみ合い状態
シュミレーションに関する研究
生産シスァム学
教 授 石松 隆 和 サーボモータの最適制御
(機械制御学)
助教授 下本陽一 H∞制御理論に関する研究
助教授 下 本 陽 一 非線形制御に関する研究
技 官 今井 清 利 人体の3次元形状計測
生産シスァム学
教 授 木須博行 一般逆行列による接触問題の解析
(機械情報処理学)
教 授 木須博行 ナピエーストークス方程式の境界要素解析
教 授 木須 博 行 非定常熱応力の計算
教 授 木須 博 行 衝撃問題の数値解析
教 授 木須 博 行 電子メールの利用
教 授 木須 博 行 境界要素法についての研究
技 ，回"'" 豊福重吉 境界要素法についての研究
エネルギーシスァム学
教 授 児玉好 雄 ジェットファンの研究
(流体エネルギー工学)
助教授林秀 千 人 翼まわり流れの数値解析
エネルギーシステム学










教 授 茂地徹 冷媒熱物4性値のプログ、ラムパッケージの作成
助教授桃木悟 冷媒の管内蒸発熱伝達に関する研究
助 手 山田たかし 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研究
助 手 山田たかし 伝熱促進に関する研究
実習工場係 技 r国A略 前田政繕 CAMに関する研究
技 r局=-野中明人 機械工作実習、 CAM演習への活用
技
r回」田，
久田 英 樹 工作実習、 CAM演習への活用
技 ，回=-辻下栄 工作実習、 CAM演習への活用
工学部・電気 電気エネルギー基礎学 助教授松田 良 信 プフズマ中の原子・分子過程解析
制御システム学 教 授 山田英二 パワーサイリスタの応用に関する研究






助 手 泉勝弘 計算
技 t:!旨『 筒井宣雄 戸相サイクロコンバータの高調波解析
技 官 岩永 雅 洋 交流励磁併用方式ステッヒ。ングモータの解析
電子デバイス学 教 授 福 永 博 俊 強磁'性体の磁化過程の計算機シミュレーション





技 官 岩崎昌 平 レーザ通信に関する研究
技助教授官
レーザ通信に関する研究
工学部・情報 計算機工学 丸弘昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究
精通百卒新学
講 師 中村千秋 同|補事ッ岡トワークの応用に関する研究
工学部・構造 教 授 崎山毅 リアーチの複合非線形挙動に関する研究
教 授 崎山毅 補剛アーチの動的挙動に関する研究
教 授 崎山毅 アーチの耐荷力解析
教 授 崎山毅 斜板の曲げ解析法に関する研究
教 授 崎山毅 直線および曲線梁構造物の振動応答解析
教 授 崎山毅 矩形板および斜板の動的応答解析
教 授 崎山毅 変断面柱の耐荷力解析




教 授 崎山毅 地震力を受ける曲線橋の移動特性
教 授 修行稔 鋼構造物の非線形挙動
教 授 吉武裕 摩擦をともなう振動系の解析








助 手 阪上直美 FORTRANプログラムによる数値計算について
技 官 白漬敏行 コンクリートの非線形解析法に関する研究
官 末自演岡 敏行 開筋口付コンきク耐リ震ー壁ト耐を震有壁する構造物の研究




技 官 山下務 レイレ・リッツ法による構造物の解析
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工学部・社会 社会基盤工学 教 授 後藤憲之輔 研リモ究ートセンシングの土木工学への適用に関する
教 授 後藤恵之輔 舗装構造の最適設計
教 授 棚橋 由 彦 個別要素法に基づく地下空洞の安定解析
教 授 棚橋 由 彦 土構造物の応力・変形・安定解析
教 授 棚橋 由 彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究
教 授 棚橋 由 彦 ジオシンセティックスを用いた敷設材工法の設計
教 授 棚橋 由 彦
地下施設の防災およびデザインアンケート調査の
統計処理
教 授 棚橋 由 彦 二次元浸透流解析とその応用






環境開発工学 教 授 岡林 隆 敏








工学部・材料 電子物性学 教 授 羽坂 雅 之 金属間化合物における拡散と相変態
助教授 近藤慎一郎 鉄圭化物の物性研究
助 手 森村 隆 夫 規則合金における原子配列の統計熱力学的解析
技 官 中島弘道 材料め物性研究
研究生 中宰英 。-Fesizの熱電的性質におよぼすAg添加効果
材料物性・機能工学
助教授 香 川 明 男 凝固解析システムの開発
(組織物性学)
修 士 今泉拓郎 溶融推積法により作製した試料の凝固解析
材料物性・機能工学

















教 授 寺岡靖剛 酸化物触媒および吸着剤に関する研究
α工芯学用研物究理科化学)





院 生 白藤啓吾 高真空中のころがり摩擦に関する研究




院 生 リーキムリヨン ノ¥イドロプレーニング現象の数値解析
院 生 山 口 大 樹
ACサーボ、モータドライバのインテリジェント化に関
する研究
院 生 佐竹順 模型ヘリコプタの自律飛行に関する研究
院 生 高原 弘 康 成形研削砥石の輪郭設計用ソフトの開発




院 生 清成 竜 太 生態系モデルによる閉鎖性内湾の水質解析
社会開発工学専攻
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|院 生 宮崎慎邑 晴|斜棄張振橋動の支の持実ケ時ー町プ遠、ル隔のモ局ニ部タリ振ン動グ発に生関にす及る研ぼす究
院 生 ウキンション
パラメーターの影響
院 生 二堂聡 ライズを持つ非線形振動挙動に関する研究
院 生 ニ堂聡 ライズを持つ非線形振動挙動に関する研究
工学研究科
助 手 水本将之 合金凝固時の応力解析
材料工学専攻
直 官 高尾 慶 蔵 レーザ処理クラッド材の応力解析
工学研究科
院 生 桑 原 大 幹 溶血性レクチンCEL-3の会合体形成機構
応用化学専攻
水産学部 海洋生産シスァム学 教 授 矢田 殖 朗 船舶の流軽体年力変学化のにともなう不明重量の推定
教 授 塩 谷 茂 明 数値 計算
教
授
塩 谷 茂 明 数一日一値流体力学の研究
教 石 坂 丞 ー 本近海における植物プランクトンの動態
助教授 高山久明 漁船船型の運動性能に関する研究
トー






院 生 片山 健 一 東シナ海陸棚縁辺部における植物プランクトンの
動態
原粟菅理学講座
教 授 松野健 陸棚縁辺部における海水混合
(海洋学)
外国人
A study on the Development of simulation for 
客 員 金尚賢
Rotiqnal Management and Realtime Monitoring of 
研究員
Marine Environment and Fisheries Respirces in the 
Eas t Chima Sea. 






































院 生 ウェンレスティ び被甲サイズに対する無脊椎動物ホルモンの投与
効果
院 生 小谷 知 也 海産ツボワムシ類の生殖隔離機構
院 生 小 松 誠 和 種々の毒蛋白質の細胞毒性発現機構に関する研
究@





院 生 タンザエルランパン 魚類の細菌病に関する研究
院 生 野上 真 子 生態系モデ、ルの計算・電子メール
院 生 野 上 真 子 生態系モデルの数値計算
院 生 ボイロターナ 東シナ海産コウライマナガツオの年齢と成長
院 生 ミシュラジャヤント 研究のための情報交換










環境科学部 5環E厄境東政要策講請座雇 教 授 姫 野 順 一 情報検索及びE-mail
教 授 福島邦夫 学術情報センター、電子メール
環境設計講座 教 授 上江田一雄 分子聞の相互作用について
教 授 中村剛 臨床試験データの統計解析法の開発
教 授 松 田 芳 郎 分子軌道法の研究
教 授 中村武弘 極内性湾の海水交換に関する研究
助教教授|見平岡教子 及びイオン性高分子の構造と物性
自然環境保全講座 生公雄 太陽放射の気象および気候学的作用
教 授 荒 生 公 雄 長崎市の気象環境
教 授 荒 生 公 雄 気象統計解析
教 授 荒 生 公 雄 気象17ーダーの解析
教 授 後藤信行 非線形現象とカオス
教 授 後藤信行 大気運動に内圧するカオス性について
教 授 田井村明博 水環境における生体反応の解析
助教授 宮西 隆 幸 ミオシンATPaseの立体構造解析
助教授 宮西 隆 幸 蛋白質の構造と機能
助教授武 藤 鉄 司 地層の数理的解析
研究生伊藤 秀格 汚泥コンポスト化の為の統計的実験計画
熱帯医学 病原体解析部門









講 師 上 村 春 樹 アメリカトリパノソーマの研究
助 手柳哲雄 トリパノソーマ症の研究





















教 授 嶋田 雅 暁 熱帯病の生態疫学
情報センター
海洋生産 海洋環境建設学
教 授 高 橋 和 雄 偏平ケーブルに現れるカオスの研究
科学研究科 (海洋構造物安定工学)
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(海洋環境童工設学学) 教 授 富樫宏由 湾水振動解析
教 授 富樫宏由 下端放流ゲートの流れ解析





























院 生 モピン SMA Histopathology of fish 
研究生アパラパティ アマノリの分子生物学に関する研究
海洋生産科学研究科
研究生小 松 真 治 ダイヤモンド電極を用いたフラーレンの電気化学
海洋有機化学専攻
院 生 中西 尚 志
フラーレン及びジアリールエテンを素材とする
分子超薄膜の新しい電子機能設計
短商期業大学 商経学科 助教授 吉田 省 ニ 競デ争ータ政ベ策ー、独ス検禁索法研究に関する法令
短医期療技大術学部 一般教育等 助教授折口智樹 シグナル情報伝達機構の解明
看護学科 助教授宮下 弘 子 小児看護学
講 師 宮 原 春 美 母性看護学・小児看護学・思春期学
理学療法学科 教 授 穐山富太郎 脳性麻症のリハビリァーション
教 授 加藤克知 ヒト形態の計量的解析
助教授 千住 秀 明 胸部理学療泡呼吸リハビリテーション
助 手 鶴崎俊哉 小児・胎児発達の経時的研究
作業療法学科 助教授長尾哲男 作業療法における治療作業の分析
助教授 土 田 玲 子
学習障害及び自閉症にみられる感覚障害に
ついて
助 手 伊藤斉子 地域保健に貢献する作業療法のあり方
保健管理
教 授 石井伸子 健康診断データの統計処理
センター
助教授湯川 幸 一 長崎県民健康タづのくり検の索ための食生活調査
技 官 大坪 敬 子 健康診断デー
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教育用課題








助教授 藤木卓 ワークショップ99(34) 
講師 野崎剛一 教育方法技術演習(63)
講師 野崎剛一 教育方法技術演習 (69)
講師 野崎剛一 教育方法技術演習 (70)
講師 野崎剛一 教育方法技術演習 (66)
工学部 機械システム工学科 教授 金丸邦康 力学B(52)
機械システム工学科 助教授 下 本 陽 一 ソフトウェア演習 (67)
機械システム工学科 助教授 下 本 陽 一 ソフトウェア演習 (63)
機械システム工学科 講師 山口朝彦 力学B(54)
電気電子工学科 講師 金 井 泰 永 プログラミング演習 (60)
電気電子工学科 講師 金 井 泰 久 プログラミング演習 (61)
構造工学科 教授 修行稔 ソフトウェア工学(52)
環境科学部 教授 中村剛 環境情報処理(140)
全学教育 教授 菅原民生 情報処理演習 (63)
助教授 堤伸子 教育とコンピュータ(28)
助教授 ニ根真理子 情報処理演習 (50)
助教授 鈴 木 弘 之 情報処理演習 (45)
助教授 辻峰男 情報処理演習 (59)
助教授 黒川不二雄 情報処理演習 (60)
助教授 森山雅雄 情報処理演習
助教授 山内淳 情報処理演習 (54)
講師 藤村誠 情報処理演習 (56)
非常勤講師 鈴木千鶴子 総合英語皿 (61)
助手 鈴木斉 情報処理演習 (3)
助手 本田純久 情報処理演習 (51)
助手 池永全志 情報処理演習 (58)
事務部 事務官 松尾信次 平成11年度長崎県下国立学校等事務情
報化研修(4)
講習会 講師 野崎剛一 公開講座(58)
工(後学期部) 
機械システム工学科 教授 金丸邦康 熱物質移動論(30)
社会開発工学科 教授 岡林隆敏 コンピュータ情報処理(62)
全学教育 教授 修行稔 情報科学概論(89)
教授 中村武弘 情報処理演習 (62)
助教授 八木沢暗記 情報処理演習 (83)
助教授 高瀬徹 情報処理演習 (69)
助教授 藤木卓 情報処理演習 (22)
非常勤講師 鈴木千鶴子 総合英語IV(66) 
助手 鈴木斉 情報処理演習 (3)

























外国人講師 ジャイルズパーカー 英作文 I
全学教育 助教授 高尾雄二 情報処理演習
外国人講師 ジャイルズパーカー 英語コミュニケーションE
講習会 講師 丸山陽市 歯科におけるインターネット活用法
工学部 機械システム工学科 講師 山口朝彦 入門科目
環境科学部 環境学科 教授 中村武弘 入門科目
助教授 高尾雄二 入門科目
助教授 下町多住志 情報科学概論
事務部 事務官 松尾信次 平成11年度長崎県下国立学校等事務情
報化研修
(後期)
教育学部 教授 菅原民生 プログラミング、 I
教授 菅原民生 解析幾何学E
助教授 福 田 正 弘 インターネット入門
講師 野崎剛一 コンピュータ概論E
工学部 機械システム工学科 教授 木須博行 機械情報処理







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ソフトは何がいいと思う ?J rやはり、 Eudoraでしょう Jrいやいや、 WmYATですよj


































































































































































































(研究用 IDつ 原則的に通年 24時間運用
サ 教育用サーバシスァム 受講生及び指導教官 2. センターの端末室から利用する場合
ノ『 (教育用 IDつ は下欄参照.


























学内基幹ネットワーク (端末設置責任者は本学 2. 学外(インターネット)接続
職員) を含む
ネ NUNet共同シスァム 本学職員 原則的に通年 24時間運用
ツ (netIDでのメール利用等) (netIDつ 2. *の ID取得には申請が必要
ネームサーバシスァム 無制限(憎陪鍋土本判哉即) 3. ホ2の申請は各学部のネットワ
Dialup PPPシスァム 本学職員*3 ーク運用専門委員のみ
Dialup TTYシスァム 本学職員，学生等 4. *3の利用は netIDまたは研究
メーリングリストシスァム 無制限(主宰は本学職員叫) 用 ID取得者のみ
その他各種サーバシステム 無制限 5. 叫の申請は netID取得者のみ
wwwページによる情報提供 http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/ 
[問い合わせ，事務手続き等]
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